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原子力発電部会セッション 

BWR 型原子力発電所の再稼働に向けたソフト面およびハード面の取り組み 
Activities for restart of BWR nuclear power plants 

（3）島根原子力発電所２号機におけるブローアウトパネル閉止装置について 

(3) Blowout panel re-closing device at Shimane Nuclear Power Station Unit 2 
＊中島 大志 1 

1中国電力株式会社 
 
1. はじめに 
 実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則のうち第 59 条_運転員が原

子炉制御室にとどまるための設備（以下，「設置許可基準規則第 59 条」という。）に適合するための重大事故

等対処設備として，原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装置（以下，「BOPS」という。）を設置す

ることとした。 
BOPS の目的は，重大事故等時に原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル（以下，「BOP」という。）が開

放した場合に，BOP 開口部を BOPS にて閉止し，原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）（以下，「原子炉棟」

という。）のバウンダリを形成することで原子炉棟からの放射性物質の漏えいを抑制し，中央制御室内の運転

員の被ばくを低減することである。 
 

2. 要求機能の整理 
2-1. 閉止機能 

設置許可基準規則第 59 条の解釈では，「原子炉制御室の居住性を確保するために原子炉建屋に設置され

たブローアウトパネルを閉止する必要がある場合は、容易かつ確実に閉止操作ができること。また、ブロー

アウトパネルは、現場において人力による操作が可能なものとすること。」と要求されている。 
BOP は，構造上，開放した場合には，容易に再閉止を行うことが困難であるため，容易に閉止可能な BOPS

の設置が必要となる。 
このため，重大事故等対処設備である BOPS は，待機状態（開状態）にて，基準地震動 Ss により閉止機

能を損なわないようにする必要がある。 
また，BOPS は現場において人力による操作を可能とする必要がある。 

 
2-2. 原子炉棟のバウンダリ機能 

重大事故等時に BOP が開放した場合において BOPS は，BOP に代わって原子炉棟の一部となることか

ら，バウンダリとしての機能（原子炉棟の気密性能確保）が必要である。 
また，設置許可基準規則第 59 条では，運転員の実効線量が 7 日間で 100mSv を超えないことが要求され

ていることを踏まえ，BOPS は基準地震動 Ss でもバウンダリ機能を損なわないように頑健性を有した設計

とする必要がある。 
BOPS の機能要求時に想定される地震，竜巻による影響に対する考慮の要否を表１に示す。 
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表１ BOPS に要求される機能の整理 

設 備 要求機能 
設計基準対象施設 重大事故等対処設備 

地震 竜巻 
差圧 

竜巻 
飛来物 地震 竜巻 

差圧 
竜巻 
飛来物 

BOPS 
（重大事故緩和設備） 

閉止機能※１ 

（59 条） ― ― ― ○ 
(Ss) 

○ 
影響無し ―※２ 

バウンダリ機能 
(閉止後）(59 条） ― ― ― ○ 

(Ss) ―※３ ―※３ 

バウンダリ機能 
(閉止時）(59 条) ― ― ― ○ 

(Ss) ―※３ ―※３ 

※１：手動でも閉操作可能 
※２：BOPS は重大事故緩和設備であるため共通要因故障としての考慮は不要 
※３：重大事故後の閉止状態での設計竜巻は，事象の重ね合わせの頻度から組合せ不要 

 
3. 基本設計 
3-1. 設計方針 

要求機能を踏まえ，BOPS の設計方針を表２に示す。 
 

表２ BOPS の設計方針 

要求機能 基本設計方針（適合方針） 

閉止機能 

閉止状態において，非常用ガス処理系運転時に原子炉棟を負圧とするた

めに必要な気密性を確保可能な設計とする。 
中央制御室にて，開閉状態が確認可能な設計とする。 
中央制御室からの遠隔操作により閉止可能な設計とする。 
現場において人力により閉止可能な設計とする。 
基準地震動 Ss に対して閉止機能が維持可能な設計とする。 

建物気密の維持機能 

BOPS の閉止状態において，非常用ガス処理系により原子炉棟を負圧に

維持できる気密性を確保し閉止状態を維持可能な設計とする 
基準地震動 Ss に対して建物気密の維持機能が損なわれるおそれのない

設計とする。 
 

3-2. BOPS の構造 
BOPS は，１つの駆動部に対して２体または３体

のダンパを組み合わせた２連ダンパと３連ダンパ

（図１）を更に複数組み合わせ，ダンパの設置架台と

相まって２か所の BOP 設置個所に対して屋内側から

閉止する設計としている。 
BOPS の操作は，中央制御室からの遠隔操作又は

各ダンパ駆動部に取付けられた手動ハンドルにて現

場で操作可能とし，BOPS の開閉状態は中央制御室で

確認可能な設計としている。 
また，BOPS は加振試験を実施し，基準地震動 Ss

においても閉止機能及び気密性が維持できることを

確認している。 
図１ BOPS（ダンパ部）     

 
 
 

〈２連ダンパ〉 

〈３連ダンパ〉 
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3-3. BOPS の閉止操作判断基準 
BOPS の閉止操作の判断は，以下を条件に設定し，全ての条件がそろった場合に閉止操作を行うことと

している。 
【閉止操作実施の条件】 

① 炉心損傷を当直副長が判断した場合 
② 非常用ガス処理系が運転中又は起動操作が必要な場合 
③ BOP が開放している場合 
④ 原子炉冷却材圧力バウンダリが破損した状況においては，漏えい箇所の隔離又は原子炉圧力容器の

減圧が完了している場合 
 
上記条件のうち，①～③については設置許可基準規則第 59 条の要求事項を基に設定した条件であるが，

④の条件については，同条文の直接的な要求事項ではなく，BOPS にて原子炉棟のバウンダリを形成するこ

とに伴い，原子炉圧力容器内で保有する冷却材のエネルギーが BOPS 等の原子炉棟内に設置している設備

へ悪影響を及ぼさないようにする必要があることから，漏えい箇所の隔離ができていること，あるいは原子

炉圧力容器の減圧が完了していることを条件に設定したものである。 
 

4. まとめ 
島根原子力発電所２号機に設置する BOPS の要求機能と基本設計について紹介した。 
島根原子力発電所２号機の BOPS については，現地で設置工事を実施中である。 
今後，島根原子力発電所では２号機再稼働に向けて BOPS を含む設備の検査対応を行っていく予定であ

る。 
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